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このメールは本会 HP より登録された方々へ配信させていただいております。 

配信停止設定は、メール後方のご案内をご確認ください。 

現在の登録件数：4,347 件  

 

 ******************************************************************** 

 

ＳＣステーションは、クラブづくりの疑問や悩み解決のヒントと 

なるＱ＆Ａ集で、現在 265 個あり、キーワード検索もできます。 

 

Ｑ＆Ａを紹介する SCPR 号は年 4 回（6 月,9 月,12 月,3 月の 5 日） 

の発行となっています。 

クラブ育成アドバイザーがクラブから受ける質問を 5 個、新たな 

Ｑ＆Ａとして HP にアップしましたので、ご紹介します。 

また、本年度の SCPR 号では、都道府県総合型地域スポーツクラブ 

連絡協議会の活動報告を、全国 9 ブロックの中から紹介しています。 

今回は、北海道と東北ブロックの山形県です。 

ぜひご覧ください！ 
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●Ｑ21 事務局と理事会が良い関係を築くには？ 



 

【２】「ＳＣステーションの使い方」ガイド 

■「メニュー」から使う方法 
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【３】SC 全国ネットワーク「都道府県総合型地域スポーツクラブ 

連絡協議会」活動報告 VOL.2  VOL.3 

■北海道総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（通称：SC 北海道ネット） 

「ＳＣ北海道ネットが目指すもの」 

～地域の課題解決に役立つ取り組みを支援～  

■山形県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

～ネットワークの意義と可能性～ 

 

◆◇お知らせ◇◆ 

●「地域づくりサミット in とよひら」の開催（9/23、広島県） 

●NPO 法人に重要なお知らせ 

期限まで 1 ヶ月切る！ 代表権の登記手続きを忘れずに！（10/1 まで） 

●2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致に 

ご協力をお願いします！ 

●日本スポーツ少年団創設 50 周年記念寄付金募集について 

              （平成 24 年 12 月 31 日まで） 

●あくしゅ、あいさつ、ありがとう 

 ～フェアプレイで日本を元気に！～キャンペーン 

●公式メールマガジンへの登録をお勧めください！  

  

******************************************************************** 

【１】ＳＣステーション 5 個の新 Q＆A が HP にアップされました<NEW!> 

（４．活動場所と施設） 

●Ｑ23 財源や活動場所確保のために指定管理者になった方がいいでしょうか？ 

指定管理者制度とは民間活力を公共施設に活かすことを目的とした制度で、 

施設がクラブのものになるわけではありません。業務は多岐にわたり、 

効率化や住民ニーズにマッチした運営が求められます。 



▼詳細はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/122/Default.aspx 

 

（７．財務と財源） 

●Ｑ18 クラブ運営経費に占める謝金額の割合を抑えるには？ 

それぞれの種目、指導者にあった謝金を支払うためにはどうするのか 

考えましょう。参加者の評価による＋αの支払いも含む契約書を作成したり、 

地域の人材から指導者を発掘したりすることが考えられます。 

▼詳細はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/125/Default.aspx 

 

●Ｑ19 クラブに複式簿記は必要ですか？ 

現金や預金の入出金だけですむ場合には単式簿記でも容易ですが、 

当月分のスタッフ給与・報酬を翌月に支払ったり、源泉所得税などの 

預り金を翌月に納付したりする場合、時期が異なるため複式簿記を 

採用することが自然な流れになります。 

▼詳細はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/125/Default.aspx 

 

（１０．事務局の仕事） 

●Ｑ20 クラブ運営で最低限必要な規程にどのようなものがありますか？ 

「クラブ規約」のほか、「旅費規程」「諸謝金規程」があります。 

職員を雇用する場合は「就業規則」が必要です。１０人以内であれば 

労働契約書で大丈夫ですが、雇用主として法の適用を受け社会的な 

責任が発生することを理解しておきましょう。 

▼詳細はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx 

 

●Ｑ21 事務局と理事会が良い関係を築くには？ 

お互いの立場を理解しながら、理事会は、大きな視点に立ちつつ 

現場視点をもちながら重要議件を決定し、事務局は、もっている 

すべての能力を発揮して決定したことに取り組んでいくことが重要です。 

▼詳細はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/128/Default.aspx 

 

 



 

********************************************************************** 

【２】「ＳＣステーションの使い方」ガイド 

 

■「メニュー」から使う方法 

 

 日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 

を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

 向かって右側にある「ＳＣステーション」を左クリックするとメニュー 

のページになります。 

 ページの真中にある「ＳＣステーション」のロゴマークを左クリック 

しても、メニューのページに入ることができます。 

  

 メニューは以下 11 あり、（ ）は各項目内にある現在のＱ＆Ａ数です。 

項目をクリックすると一覧がでますので、見たいＱをクリックしてください。 

Ｑ一覧は掲載の古い順に並んでおり、並び方自体に意味はありません。 

  

 ０．背景と意義（28 個、5-01 は 8 つの事例） 

 １．クラブのつくり方（36 個） 

 ２．組織と運営（29 個） 

 ３．人材と育成（22 個） 

 ４．活動場所と施設（23 個） 

 ５．事業計画と評価（18 個） 

 ６．広報とＰＲ（21 個） 

 ７．財源と財務（19 個） 

 ８．競技力向上とクラブ（17 個） 

 ９．プログラムとイベント（31 個） 

 10. 事務局の仕事(21 個) 

  

▼「メニュー」お試しはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/308/Default.aspx 

    

 

■「シーン別」から使う方法 

 

 日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 



を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

 

 真中より下方に「シーン別Ｑ＆Ａ」がありますので、見たいＱをクリックしてください。 

（シーン別のどの項目をクリックしても、目次の先頭にでますので、 

 他のシーン別を見たい場合は、下方向に下がってご覧ください） 

 

 １．設立や運営にかかわる仲間・人材を集めたい！   （8 個） 

 ２．総合型クラブの意義をわかりやすく説明したい！ （8 個） 

 ３．既存団体や学校・行政といい関係をもちたい！   （8 個） 

 ４．新しい会員を増やし交流を活発にしたい！       （9 個） 

 ５．よい指導者をみつけ安全に楽しく行きたい！     （8 個） 

 ６．活動のための財源を確保したい！               （9 個） 

 ７．活動のための施設やクラブハウスを確保したい！ （9 個） 

 ８．人材や組織を育て、長く続くクラブにしたい！  （10 個） 

 

▼「シーン別」お試しはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/341/Default.aspx 

 

 

■「キーワード検索」から使う方法 

 

 日体協 HP のトップページの中程にある「総合型地域スポーツクラブ」 

を左クリックすると、クラブ専用のページに入ります。 

 

 真中より下方にある「ＳＣステーション」のロゴマークの下に、水色 

の帯に白い箱があり、調べたい事柄にかかわるキーワードを入れると、 

全部のＱ＆Ａの中から、そのキーワードがあるＱ＆Ａが拾い出されます。 

 

 また、2 つのキーワードを入れると、どちらかのキーワードが掲載されて 

いるＱ＆Ａが抽出されます。 

 

▼「キーワード検索」お試しはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/sc/tabid/67/Default.aspx 

 

 

■SC ステーション Q&A 一覧（2011.4.20 現在） 



http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/local/pdf/sc_q_list.pdf 

 

 

 

********************************************************************** 

【３】SC 全国ネットワーク「都道府県総合型地域スポーツクラブ 

連絡協議会」活動報告 VOL.2  VOL.3 

 

ＳＣ全国ネットワークは、平成 23 年 11 月末で、47 都道府県すべてに 

連絡協議会が設立され、全国で 2,700 を超えるクラブが加入しています。 

 

■北海道総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（通称：SC 北海道ネット） 

「ＳＣ北海道ネットが目指すもの」 

～地域の課題解決に役立つ取り組みを支援～  

 

SC 北海道ネットは、平成 21 年 1 月、趣旨に賛同した 34 クラブで設立し、 

個々のクラブが求める情報や研修機会を提供し続け、また、SC 全国ネッ 

トワーク等に「クラブの声」を届けるという使命を担っています。 

平成 23 年度からは、北海道体育協会と連携してコーディネーション 

トレーニングによる子どもの体力、運動能力向上に取り組んでいます。 

 

▼詳細と写真はこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H24/H24.9SCPR_scnet_kyougikai_hokkaido.pdf 

 

 

■山形県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

～ネットワークの意義と可能性～ 

 

平成 19 年 7 月に設立総会を開催し、平成 24 年度は県内 61 クラブ 100％ 

の加入をめざしています。クラブ間の連携と交流、相互支援を図るために 

実技交流会や各種研修会、情報交換会の開催に取り組んでいます。 

平成 23 年度からは 4 地区ごとに協議会を設立し、置賜地区協議会は震災後 

の「避難者交流推進事業」を受託し、避難者の方々との交流を深めています。 

 

▼詳細と写真はこちらから 



http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H24/H24.9SCPR-scnet_kyougikai_yamagata.pdf 

 

 

 

******************************************************************** 

◆◇お知らせ◇◆ 

●「地域づくりサミット in とよひら」の開催（9/23、広島県） 

 

広島県の豊平どんぐり村では、平成 25 年度に同地域の小学校が統 

廃合されることを機に、今後のさらなる地域活性化のヒントを探 

るべく「地域づくりサミット in とよひら」を開催します！ 

 

当日は元気な地域づくりを全国各地で展開させた 2 名の講師によ 

る講演とシンポジウムを行います。 

地域づくりに関心のある方は、ぜひご参加ください！ 

 

日時：平成２４年９月２３日（日） 

会場：豊平どんぐり村 どんぐり荘（広島県山県郡北広島町都志見 2609） 

内容： 

12:30  開会 講演：鹿児島県“やねだん” 豊重哲郎氏 

自治体変革イベント「美（うま）し国おこし・三重」 

総合プロデューサー 宮本倫明氏 

14:30 シンポジウム 

    コーディネーター：クラブリンクジャパン理事長 山中裕文 

パネリスト：豊重哲郎氏、宮本倫明氏、地域住民代表 2 名 

15:50 閉会 

16:15 情報交換会（予定） 

参加費 1,000 円（当日、会場にてお支払いください） 

◆申込み方法 

実行委員会事務局に直接お電話いただくか、必要事項を記載し 

FAX にてお申し込みください。 

TEL：０８２６－８４－１４１４ 

FAX：０８２６－８４－１４１１ 

▼詳細はこちらから 

http://www.khiro.jp/toyohira-wing/summit.pdf 

 ▼申込書はこちらから 



http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H24/H24.9SCPR_newes_donguri.summit_entry.doc  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●NPO 法人に重要なお知らせ 

期限まで 1 ヶ月切る！ 代表権の登記手続きを忘れずに！（10/1 まで） 

 

今年 4 月から改正ＮＰＯ法（特定非営利活動促進法）が施行されました。 

このことに伴い、定款で「理事長（代表理事）はこの法人を代表し」 

など理事の代表権の範囲又は制限に関する定めを設けている場合は、 

その定めの登記手続きが義務付けられています。 

所轄庁のモデル定款に沿って定款を定めているＮＰＯ法人の場合、 

その多くが、上記に該当します！ 

 

該当する法人は、施行日（４月 1 日）から 6 ヶ月以内（10 月 1 日） 

までに登記手続きが必須です。手続きの期限まで 1 ヶ月を切りました。 

手続きを怠った場合には 20 万円以下の過料の対象となります。 

必ず定款を確認して、該当するＮＰＯ法人は手続きを行ってください！ 

この手続きをしないと法令違反となりますので、十分ご注意ください。 

 

▼法務省「特定非営利活動促進法の一部を改正する法律の施行に伴う 

法人登記事務の取扱い（依命通知）」等について 

http://www.moj.go.jp/MINJI/minji06_00067.html 

 

また、4 月 1 日以降に理事が再任・就任・辞任した場合など役員変更 

の際もこれまでと一部手続きが変わっていますので、注意が必要です。 

 

端的に言いますと代表権を理事長や代表理事だけに制限している NPO 

法人は、今後は、その理事長・代表理事のみが登記されるようになります。 

これに伴い、登記申請時の添付書類に、理事長選出時の互選書か理事 

会議事録等が必要になる等の変更点があります。 

 

提出書類等の見本については、こちらから 

▼法務省「NPO 法人役員変更登記申請書（理事長以外の理事の代表権 

喪失による変更）」（PDF） 

http://www.moj.go.jp/content/000096947.pdf 

 



なお、本件に関するお問い合わせは、各所轄庁にお願いします。 

▼各所轄庁お問い合わせ一覧 

https://www.npo-homepage.go.jp/search/201204_link_pref.html 

 

参考：NPO 法人シーズ HP より 

制度ニュース（【改正ＮＰＯ法】理事長・代表理事の選任・登記に注意） 

http://www.npoweb.jp/?p=5077 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致に 

 ご協力をお願いします！ 

 

先月閉幕したロンドンオリンピックでは、史上最多 38 個のメダルを 

獲得した日本選手団の活躍に、多くの国民が感動し勇気づけられました。 

 

現在、2020 年に東京でオリンピックを開催すべく、去る 5 月 23 日、 

国際オリンピック委員会（IOC）理事会において、東京は第一次選考 

を通過し、正式な立候補都市となりました。 

 

今後、平成 25 年 9 月 7 日にブエノスアイレスで開催される IOC 総会 

における開催都市決定まで、招致活動は加速していきます。 

日本でのオリンピック開催のために、皆様の応援を是非お願いいたします。 

 

▼2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致委員会 

 ホームページはこちらから（貴クラブのホームページにリンク 

 いただくなど、ご協力をお願いいたします） 

http://tokyo2020.jp/jp/index.php 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●日本スポーツ少年団 50 周年記念寄付金募集について 

（平成 24 年 12 月 31 日まで） 

日本スポーツ少年団は、1962 年（昭和 37）6 月 23 日に日本体育協会 

創立 50 周年記念事業の一環として創設されて以来、「スポーツによる 

青少年の健全育成」を活動の理念に掲げ、全国の多くの関係者に支え 

られながら、半世紀にわたり青少年のスポーツ振興に尽力し、 

2012（平成 24）年 6 月 23 日に創設 50 周年を迎えました。 



 

この 50 周年を契機に、全国の多くの関係者と慶事を祝するとともに、 

これまでのスポーツ少年団の歴史をたどり、後世にスポーツ少年団の 

理念を継承し、今後のスポーツ少年団発展に資する事業の実施に向けて 

寄付金を募集します。 

 

▼詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/club/news/tabid/83/Default.aspx?itemid=2416 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●あくしゅ、あいさつ、ありがとう 

 ～フェアプレイで日本を元気に！～キャンペーン 

 

日本体育協会では、社会におけるスポーツの価値をより高めていくこと、 

スポーツ界を中心に「フェアプレイ」を社会全体に浸透させ、 

日本を元気にしていくことを目的に「フェアプレイで日本を元気に」 

キャンペーンを実施中で、専用 WEB サイトも公開しています。 

 

おかげさまで本会加盟団体や総合型クラブ関係者・全国の指導者・ 

少年団関係者をはじめ多くの共感の声をいただいており、サイト 

公開１年で「フェアプレイ宣言者」が約 5,300 名になりました。 

これもひとえに皆様のご理解のおかげと深く感謝しています。 

 

2016 年までにはフェアプレイ宣言者 100 万人を目指しています。 

まだフェアプレイ宣言をされていない方はぜひ専用 WEB サイト上 

でフェアプレイ宣言をお願いします。 

なお、フェアプレイ宣言を行っていただくと宣言書のダウンロード 

ができ、各種画像データをご自身のブログ等でもご利用いただけます。 

ぜひご活用ください。 

 

▼フェアプレイ宣言等、詳しくはこちらから 

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●公式メールマガジンへの登録をお勧めください！ 

 



公式メールマガジンをご愛読いただき、ありがとうございます。 

おかげさまで、現在約 4,300 の登録をいただいております。 

 

このメールマガジンは、関係者はもちろん、クラブに少しでも 

関心のある方、会員の方、どなたでも無料でお送りいたします。 

 

メールアドレスをお持ちであれば、すぐに登録できます。 

個人情報は一切入力しません。退会も簡単にできます。 

 

登録方法は下記にありますので、本メールマガジンの登録を 

周りの方にお勧めください。よろしくお願いいたします。 

 

【公式メールマガジン登録方法】 

１）日本体育協会 HP のトップページの中央にある 

「総合型地域スポーツクラブ」をクリック 

２）下段の「メールマガジン」をクリック 

３）「登録・退会」をクリック 

４）「登録する」をクリック 

５）登録フォームに、お持ちのメールアドレスを入力（２回） 

６）登録確認画面へ（完了） 

 

▼メールマガジンの登録（無料）はこちらから簡単にできます。 

 周りの人にもぜひ登録をオススメください！ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/516/Default.aspx 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★ＳＣステーション全体はこちらから★ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/308/Default.aspx 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

    ☆★☆ メール配信サービスのご案内 ☆★☆   

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

                    

 ◆メールマガジン配信停止(退会)ご希望の方は、こちらから◆ 



http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/515/Default.aspx 

  

 

  ※お客様のメールアドレスが変更になる場合は、上記ページで一度 

  退会処理をされた後、再度登録手続きを行ってください。 

 

 ◆当メールは送信専用で配信されており返信できません◆ 
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